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生

　
鶴
野
皇
女

（
後
に
4
1
持
統
天
皇
）
は
、
大
化
元
年
（
六
四
五
）
に
生
ま
れ

た
。　

こ
の
年
は
、
彼
女
の
父
中
大
兄
皇
子
（
後
に
3
8
天
智
天
皇
）
が
命
運
を
賭
け

た

ク
L
デ
タ
ー
を
決
行
、
宮
中
で
蘇
我
入
鹿
を
殺
し
、
大
化
の
改
新
政
治
の
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ
た
。

　
中
大
兄
の
父
は
鈎
箭
明
天
皇
（
3
0
敏
達
天
皇
の
孫
、
六
四
一
崩
）
、
母
は
宝

皇
女
（
3
5
皇
極
天
皇
、
ク
ー
デ
タ
ー
で
退
位
し
た
。
3
0
敏
達
天
皇
の
曽
孫
）
、

皇
極
の
あ
と
を
継
い
だ
孝
徳
天
皇
の
姉
で
あ
る
。
こ
の
大
化
元
年
に
姉
か
ら
弟

へ
の
皇
位
継
承
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
つ
こ
ひ
め

　
鶴
野
皇
女
の
母
遠
智
娘
（
造
媛
と
も
い
う
）
は
、
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂

の

娘
で
あ
る
。
ク
ー
デ
タ
ー
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
中
大
兄
が
取
り
結
ん
だ

政
略
結
婚

と
み
ら
れ
る
。
現
に
石
川
麻
呂
は
ク
ー
デ
タ
ー
の
席
で
一
役
を
演

じ
、
改
新
政
治
で
は
右
大
臣
の
要
職
に
登
用
さ
れ
て
い
る
。
麟
野
皇
女
に
は
姉

の

大

田
皇
女
が
い
る
の
で
、
中
大
兄
が
遠
智
娘
を
召
し
た
の
は
、
ク
ー
デ
タ
ー

の

二
、
三
年
前
と
推
察
さ
れ
る
。
企
て
が
そ
の
場
の
思
い
つ
き
で
な
く
、
十
分

に

時
間
を
か
け
て
練
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

　
鶴
野
皇
女
の
生
ま
れ
た
六
四
五
年
に
、
中
大
兄
皇
子
は
数
え
二
十
歳
、
父
と

彼
女
の
年
の
差
は
十
九
で
あ
る
。

　
皇
太
子
中
大
兄
に
は
、
二
人
の
ラ
イ
バ
ル
が
い
た
。
そ
の
一
人
は
、
蘇
我
系

の
異
母
兄
古
人
大
兄
皇
子
で
、
「
大
兄
」
の
称
は
、
「
中
大
兄
」
に
ま
さ
る
。
ク

ー
デ
タ
ー
の
場
か
ら
私
邸
へ
逃
げ
帰
り
、
ま
も
な
く
出
家
し
て
吉
野
に
こ
も
っ
，

た

が
、
こ
の
年
十
一
月
、
謀
反
の
密
告
が
あ
り
、
中
大
兄
は
兵
を
や
っ
て
討
た

せ
た
。
ラ
イ
バ
ル
の
あ
と
一
人
は
、
時
の
天
皇
孝
徳
帝
の
皇
子
有
間
で
、
六
歳

の
少
年
で
は
あ
る
が
、
そ
の
母
の
父
が
左
大
臣
阿
倍
倉
梯
麻
呂
で
、
予
断
を
許

さ
な
い
形
勢
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
時
の
政
府
は
、
天
皇
と
左
大
臣
、
皇
太
子
と
右
大
臣
の
二
系
統
が
あ
り
、
双

方
と
良
い
内
臣
の
中
臣
鎌
子
が
つ
な
ぎ
の
役
を
つ
と
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
鶴
野
皇
女
の
母
遠
智
娘
に
も
ラ
イ
バ
ル
が
い
た
。
左
大
臣
阿
倍
倉
梯
麻
呂
の

娘
、
橘
娘
が
そ
れ
で
、
ど
ち
ら
が
先
に
男
子
を
生
む
か
に
勝
負
が
か
か
っ
て
い

た
。
そ
の
こ
ろ
、
遠
智
娘
の
妹
姪
娘
も
中
大
兄
に
召
さ
れ
た
が
、
姉
を
お
び
や

か
す
存
在
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
後
に
、
中
大
兄
の
子
御
名
部

皇
女
と
阿
閉
皇
女
を
生
ん
だ
。
御
名
部
皇
女
は
4
0
天
武
天
皇
の
子
高
市
皇
子
に

召
さ
れ
て
長
屋
王
を
生
み
、
阿
閉
皇
女
は
天
武
と
持
統
の
子
草
壁
皇
子
に
召
さ
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、

れ

て
、
氷
高
皇
女
と
軽
皇
子
を
生
ん
だ
。
阿
閉
皇
女
は
後
の
4
3
元
明
天
皇
、
°
氷

高
皇
女
は
後
の
4
4
元
正
天
皇
、
軽
皇
子
は
後
の
4
2
文
武
天
皇
で
、
奈
良
王
朝
は

文
武
系
で
占
め
ら
れ
た
）

　
だ
が
、
中
大
兄
は
若
く
、
遠
智
娘
の
ラ
イ
バ
ル
が
新
し
く
出
て
く
る
可
能
性

が
あ
っ
た
。

二
　
母
の

実
家
の
没
落

　
ク
ー
デ
タ
ー
の
あ
っ
た
六
四
五
年
十
二
月
に
、
都
は
大
和
の
飛
鳥
か
ら
摂
津

の
難
波

（今
の
大
阪
市
）
に
う
つ
さ
れ
た
。

　
改
新
政
治
は
、
か
け
声
勇
ま
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
中
大
兄
皇
子
と
他
の

人
物
た
ち
と
は
革
新
の
熱
度
に
開
き
が
あ
っ
た
。

　
大
化
三
年

（
六
四
七
）
に
、
新
し
く
七
色
十
三
階
の
冠
位
が
制
定
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
古
い
冠
位
の
停
止
さ
れ
た
大
化
四
年
四
月
に
、
左
右
の
大
臣
は
、

な
お
も
古
い
冠
を
つ
け
た
。
中
大
兄
の
怒
り
が
察
せ
ら
れ
る
。
だ
が
中
大
兄
に

は
、
二
人
を
轡
め
る
威
力
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
皇
側
の
左
大
臣
は
そ

れ
と
し
て
、
二
人
の
妃
（
遠
智
娘
と
姪
娘
）
の
父
と
し
て
、
中
大
兄
皇
子
と
一

体
で
あ
る
は
ず
の
右
大
臣
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
が
、
改
新
に
抵
抗
の
姿
勢
を

示
し
た
こ
と
が
、
中
大
兄
の
心
を
い
た
く
傷
つ
け
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。

　
中
大
兄
は
伊
賀
采
女
宅
子
と
の
間
に
、
こ
の
年
（
大
化
四
、
六
四
八
年
）
大

友
皇
子
を
も
う
け
た
。
男
子
の
出
生
が
、
中
大
兄
の
心
理
に
何
か
の
影
響
を
与

え
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
大
化
五
年
（
六
四
九
）
三
月
十
七
日
、
左
大
臣
阿
倍
倉
梯
麻
呂
が
死
ん
だ
。

そ

の

二
十
四

目
、
蘇
我
石
川
麻
呂
は
、
中
大
兄
の
暗
殺
を
企
て
て
い
る
と
密
告

さ
れ
た
。
天
皇
の
御
前
で
申
し
聞
き
し
た
い
と
願
っ
て
許
さ
れ
ず
、
大
和
の
山

田
寺
へ
の
が
れ
、
そ
こ
で
心
静
か
に
自
殺
し
た
。
「
願
は
く
は
我
、
生
生
世
世

に
、
君
王
を
恨
み
じ
」
と
仏
に
誓
っ
て
の
死
で
あ
っ
た
。
°
　
～
　
∵
∵
°

　
石
川
麻
呂
に
組
し
た
と
し
て
、
死
罪
二
十
三
名
、
’
流
罪
十
五
名
が
刑
を
執
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

さ
れ
た
が
、
や
が
て
、
石
川
麻
呂
に
叛
意
の
な
か
っ
た
こ
と
が
表
わ
れ
た
。
石

川
麻
呂
の
資
材
を
没
収
し
た
と
こ
ろ
、
良
き
書
に
は
「
皇
太
子
の
書
」
と
記
し

て
あ
り
、
重
宝
に
は
「
皇
太
子
の
物
」
と
記
し
て
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

を

知
っ
て
、
皇
太
子
中
大
兄
は
後
悔
し
て
、
い
た
く
歎
い
た
と
い
わ
れ
る
。
と

も
か
く
、
改
新
に
非
協
力
的
な
左
右
大
臣
が
、
わ
ず
か
十
日
足
ら
ず
で
世
を
去

っ

た

こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
右
川
麻
呂
と
そ
の
与
党
の
潰
滅
で
、
鶴

野
皇
女
の
母
遠
智
娘
が
、
そ
れ
ま
で
誇
り
と
し
て
い
た
実
家
を
喪
失
し
た
こ
と

も
事
実
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
乙
の
年
、
、
鶴
野
皇
女
は
数
え
五
歳
で
あ
っ
た
。

　
遠
智
娘
は
、
夫
の
中
大
兄
皇
子
に
よ
っ
て
父
を
殺
さ
れ
、
そ
の
た
め
心
を
傷

め
て
、
や
が
て
病
死
し
た
。
中
大
兄
は
、
そ
の
死
を
い
た
く
悲
し
ん
だ
。
・
野
中

川
原
史
満
が
中
大
兄
の
心
を
歌
に
作
っ
て
献
上
し
た
。
　
：
，
　
　
　
－

　
　
山
川
に
を
し
二
つ
居
て
た
ぐ
ひ
よ
く
た
ぐ
へ
る
妹
を
誰
か
率
に
け
む

　
　本
ご
ど
に
花
は
咲
け
ど
も
何
と
か
も
う
殿
し
妹
が
ま
た
咲
き
出
来
ぬ

　
中
大
兄
は
「
よ
き
か
な
、
－
悲
し
き
か
な
」
と
言
っ
て
、
琴
を
授
け
て
歌
わ

せ
、
ほ
う
び
の
品
々
を
満
に
与
え
た
。

　
遠
智
娘
の
死
は
、
父
の
石
川
麻
呂
が
抹
殺
さ
れ
た
年
の
内
で
は
な
い
。
そ
の

後
も
中
大
兄
の
愛
を
受
け
、
白
維
二
年
（
六
五
〒
）
に
鶴
野
皇
女
の
弟
建
王
を
’

生
ん
だ
。
彼
女
の
死
は
、
そ
の
後
ま
も
な
く
ど
想
像
さ
れ
る
。
昴
野
皇
女
は
、

数
え
七
、
八
歳
で
母
を
失
な
っ
た
。

　
父
の
中
大
兄
皇
子
に
は
、
す
で
に
、
伊
賀
采
女
宅
子
に
生
ま
せ
た
大
友
皇
子

（六
四
八1
⊥
ハ
七
二
）
が
あ
り
、
母
の
素
姓
で
は
ま
さ
る
も
の
の
、
建
王
の

前
途
は
容
易
で
は
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
も
、
生
長
す
る
に
つ
れ
て
、
建
王
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は
唖
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
　
　
．
　
－

・
中
大
兄
の
母
宝
皇
女
は
、
こ
の
孫
を
ひ
ど
く
可
愛
が
っ
た
。
同
時
に
、
そ
の

姉
た
ち
（
大
田
・
鶴
野
）
の
力
に
も
な
っ
て
く
れ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
姉
の
遠

智
娘
と
共
に
中
大
兄
の
妃
と
な
っ
て
い
た
姪
娘
も
、
彼
等
の
力
に
な
っ
た
と
み

え
て
、
後
に
、
鶴
野
皇
女
が
そ
の
厚
意
に
応
え
て
い
る
。

　
一
方
、
政
局
も
多
難
の
度
を
加
え
た
。
石
川
麻
呂
抹
殺
の
あ
と
“
左
右
の
大

臣
が
任
命
さ
れ
た
が
、
二
流
の
巨
勢
・
大
伴
両
氏
か
ら
の
採
用
で
、
邪
魔
に
な

ち
な
い
代
わ
り
に
、
大
し
て
役
に
も
立
た
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

天
皇
左
大
臣
と
皇
太
子
右
大
臣
の
対
立
が
、
天
皇
と
皇
太
子
の
他
者
を
ま
じ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
ひ
と

ぬ
対
立
と
な
っ
て
激
化
し
た
。
孝
徳
天
皇
の
皇
后
間
人
大
后
は
中
大
兄
皇
子
の

同
母
妹
で
あ
っ
た
が
、
彼
女
は
夫
よ
り
も
兄
に
従
う
タ
イ
プ
の
よ
う
で
あ
っ

た
。　

白
維
四
年
（
六
五
三
）
、
、
中
大
兄
は
、
都
を
難
波
か
ら
元
の
飛
鳥
へ
も
ど
す

こ
と
を
提
案
し
た
が
、
天
皇
は
許
さ
な
か
っ
た
。
中
大
兄
は
、
先
帝
（
3
5
皇

極
）
・
皇
后
・
百
官
の
人
ど
も
を
率
い
て
、
飛
鳥
遷
都
を
強
行
し
た
。
皇
后
ま

で
連
れ
去
ら
れ
た
天
皇
は
、
次
の
歌
を
皇
后
に
送
っ
た
。

　
　
か

な
き
つ
け
吾
が
飼
ふ
駒
は
引
き
郎
せ
ず
吾
が
飼
ふ
駒
を
人
見
つ
ら
む
か

　
翌
白
推
五
年
（
六
五
四
）
孝
徳
天
皇
は
憂
悶
の
中
に
崩
じ
た
。
孝
徳
の
遺
児

有
間
皇
子
（
十
五
歳
）
が
中
大
兄
皇
子
に
含
む
と
乙
う
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不

思
議
で
は
な

い
。
　
　
　
　
　
・

　
孝
徳
天
皇
の
あ
と
に
は
、
・
そ
の
姉
宝
皇
女
（
元
の
3
5
皇
極
天
皇
、
中
大
兄
の

母
）
が
立
っ
た
。

　
朝
鮮
で

は
、
新
羅
が
唐
と
交
わ
り
を
深
め
、
半
島
の
統
一
を
狙
う
動
き
を
見

せ
は
じ
め
た
。
日
本
と
し
て
も
警
戒
を
要
す
る
事
態
と
な
っ
て
き
た
。

ひ

’

　
　
　
　
　
三
、
結
婚

斉
明
三
年
（
六
五
七
）
に
・
鼻
妻
は
・
父
の
同
母
弟
ぷ
甦
皇
子
の
妃

　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
，
　
（
注
3
）

と
な
っ
た
。
闘
野
か
ぞ
え
十
三
歳
、
大
海
人
二
十
七
歳
－
十
四
歳
も
年
の
差

の

あ
る
結
婚
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
、
、
闘
野
の
洞
母
姉
×
田
皇
女
が
す
で
に
大
海

人
に

召
さ
れ
て
い
た
。
姉
の
下
風
に
立
っ
て
同
じ
夫
に
仕
え
る
立
場
に
パ
鶴
野

は
結
婚
の
当
初
か
ら
立
た
き
れ
て
い
た
ρ
で
あ
る
。
　
　
　
　
°
、
：

　
鶴
野
皇
女
を
召
し
た
と
き
、
夫
の
大
海
人
に
は
、
す
で
に
二
人
ρ
子
が
い

た
。
、
一
．
人
は
、
－
額
田
王
と
の
間
に
生
ま
れ
た
十
市
皇
女
（
六
六
九
年
に
大
友
皇

子
の

子
葛
野
王
を
生
ん
だ
こ
と
か
ら
逆
算
し
て
パ
少
く
と
も
六
、
七
歳
に
は
達

レ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
で
、
他
の
一
人
は
胸
形
（
宗
像
）
君
徳
善
の
娘
尼
子

娘
に
生
ま
せ
た
高
市
皇
子
（
六
五
四
－
六
九
六
）
四
歳
で
あ
っ
た
。

　
闘
野
皇
女
の
新
婚
生
活
の
暗
さ
が
思
い
や
ら
れ
る
O
　
－
；
　
　
　
　
・

　
結
婚
の
翌
年
（
六
五
八
）
五
月
、
鶴
野
の
同
母
弟
建
王
が
唖
で
口
が
き
け
な

い

ま
ま
八
歳
で
没
し
た
。
祖
母
の
斉
朋
天
皇
が
哀
悼
の
歌
を
五
首
も
残
し
、
い

ず
れ
自
分
の
陵
に
合
葬
す
る
よ
う
に
と
命
じ
た
。

　

こ
の
年
十
一
月
、
中
大
兄
皇
子
は
、
蘇
我
赤
兄
を
用
い
て
、
謀
略
で
ラ
イ
バ

ル
の

有
間
皇
子
（
十
九
歳
）
を
諒
殺
し
た
。
赤
兄
は
、
以
後
重
用
さ
れ
、
そ
の

娘
が
中
大
兄
と
大
海
人
に
召
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
°
中
大
兄
に
召
さ
れ
た
常

陸
娘
は
山
辺
皇
女
（
後
に
天
武
の
子
大
津
皇
子
の
妃
と
な
り
↓
夫
に
殉
じ
て
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
　

ん

だ
）
、
大
海
人
に
召
さ
れ
た
大
藍
娘
は
穂
積
皇
子
と
二
人
の
皇
女
を
生
ん
だ
。

斉
明
七
年
（
六
六
一
）
正
月
、
朝
鮮
出
兵
を
指
揮
す
る
た
め
一
斉
明
天
皇
」
．
、

中
大
兄
パ
大
海
人
ら
宮
廷
の
首
脳
が
難
波
か
ら
海
路
北
九
州
へ
向
か
つ
た
。
，
途

中
大
泊
海
（
今
の
岡
山
市
の
近
く
）
で
、
鵬
野
皇
女
の
姉
大
田
皇
女
が
大
海
人

の

子
大
伯
皇
汝
を
生
ん
だ
。
額
田
王
が
「
熟
田
津
に
船
乗
り
せ
む
己
月
待
て
ば
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潮
も
か
な
ひ
ぬ
今
は
漕
ぎ
出
で
な
（
万
葉
集
巻
一
、
八
）
」
を
発
表
し
た
の
も
、

こ
の
航
路
で
の
事
で
あ
っ
た
。

　
（
額
田
王
を
め
ぐ
る
中
大
兄
と
大
海
人
の
摩
擦
に
言
及
す
る
説
が
あ
る
が
、

額
田
王
が
采
女
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
通
い
婚
ー
は
じ
め
大
海
人

が

通
っ
て
十
市
皇
女
を
も
う
け
、
後
に
中
大
兄
が
通
っ
た
と
見
れ
ば
、
そ
れ
は

禍
恨
を

残
す
よ
う
な
問
題
で
は
な
く
な
る
）
。

　
・
西
航
の
年
の
七
月
、
斉
明
天
皇
が
崩
じ
た
。
皇
太
子
中
大
兄
は
称
制
し
て
、

朝
鮮
で
の
作
戦
を
指
揮
し
た
。

　
天
智
元
年

（
六
六

二
）
、
鶴
野
皇
女
は
草
壁
皇
子
を
博
多
で
生
ん
だ
。

　
天
智
二
年
（
六
六
三
）
、
鶴
野
の
姉
大
田
皇
女
が
大
津
皇
子
を
生
ん
だ
。
こ

の

大
津
の
名
も
、
博
多
の
大
津
宮
で
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
二
人
の

夫
大
海
人
皇
子
が
博
多
に
在
り
、
二
人
の
妃
が
夫
に
同
行
し
て
博
多

に

い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

：
母
の
気
質
が
子
に
伝
わ
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
豪
放
な
大
津
皇
子
の
母
大

田
皇
女
は
、
や
は
り
気
性
の
激
し
い
タ
イ
プ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
す
る

と
、
鶴
野
皇
女
は
、
い
つ
も
気
性
の
激
し
い
姉
の
下
に
い
て
、
共
通
の
夫
大
海

人
に

仕
え

て
い
た

こ

と
に
な
る
。

　
大
津
皇
子
が
生
ま
れ
た
天
智
二
年
（
六
六
三
）
八
月
、
日
本
の
水
軍
は
、
新

羅
・
唐
の
連
合
水
軍
と
、
朝
鮮
の
白
村
江
で
戦
っ
て
完
敗
ー
朝
鮮
か
ら
閉
め

出
さ
れ
た
。
同
年
、
日
本
の
与
国
百
済
が
滅
亡
し
た
（
高
麗
も
六
六
八
年
滅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ぷ
ひ

亡
）
。
1
日
本
は
、
逆
に
攻
め
ら
れ
る
危
険
を
感
じ
、
防
人
・
蜂
・
水
城
な
ど

防
備
を
整
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　
没

し
た
記
事
は
な
い
が
、
天
智
紀
六
年
（
六
六
七
）
二
月
二
十
七
日
の
項

に
、
大
田
皇
女
を
葬
っ
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
鶴
野
皇
女
二
十
三
歳
、

大
田
の
遺
児
大
伯
皇
女
七
歳
、
・
大
津
皇
子
五
歳
で
あ
っ
た
。

　

ζ
の
年
（
六
六
七
）
、
鶴
野
の
父
中
大
兄
は
、
都
を
近
江
大
津
に
移
し
た
。

翌
天
智
七
年
（
六
六
八
）
即
位
、
異
母
兄
古
人
大
兄
皇
子
の
子
倭
姫
王
を
皇
后

に

立
て

た
。
孝
徳
に
お
け
る
問
人
皇
后
と
同
じ
く
、
皇
后
は
皇
族
か
ら
と
い
う

方
式
を
踏
ん
だ
か
に
見
え
た
。
天
智
と
倭
姫
王
と
の
間
に
子
は
生
ま
れ
ず
、
孝

徳
と
間
人
の
間
に
子
が
な
か
っ
た
の
と
似
て
い
る
。
天
智
は
、
六
四
五
年
に
、

倭
姫
王
の

父
古
人
大
兄
を
謀
叛
の

か

ど
で
殺
し
て
お
り
、
倭
姫
王
と
の
間
に
温

か
い

交
情
が
あ
っ
た
か
、
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
夫
が
父
の
仇
と
い
う
点
で
は
、

鶴
野
皇
女
の
亡
き
母
蘇
我
遠
智
娘
も
、
倭
姫
王
皇
后
と
同
じ
場
に
い
て
自
滅
の

道
を
た

ど
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
鶴
野
の
父
天
智
天
皇
の
み
子
の
内
、
大
友
皇
子
は
二
十
一
歳
と
な
り
、
『
懐

風
藻
』
に
し
る
さ
れ
た
漢
詩
か
ら
見
て
も
、
知
能
す
ぐ
れ
た
若
者
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
天
武
紀
即
位
前
紀
に
よ
る
と
、
°
鶴
野
の
夫
大
海
人
皇
子
は
、
天
智
の
同
母
弟

で
あ
る
こ
と
を
重
視
さ
れ
て
、
天
智
即
位
の
年
に
、
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
て
い

る
。
2
6
継
体
天
皇
以
来
の
皇
位
相
続
を
見
る
と
、
継
体
の
み
子
三
人
（
安
閑
・

宣
化
・
欽
明
）
が
相
次
ぎ
、
欽
明
の
み
子
（
敏
達
・
用
明
・
崇
峻
・
推
古
）
の

四
人
が
き
ょ
う
だ
い
相
続
で
あ
り
、
皇
極
・
孝
徳
・
斉
明
の
移
行
も
、
重
昨
を

含
み
な
が
ら
も
姉
弟
相
続
で
あ
る
。
二
十
六
代
継
体
天
皇
か
ら
三
十
八
代
天
智

天
皇
ま
で
の
十
二
例
の
内
、
子
へ
の
継
承
三
例
に
対
し
て
き
ょ
う
だ
い
へ
の
皇

位
継
承
が
七
例
の
過
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
大
海
人
皇
子
の

立
太
子
は
自
然
の
成
行
き
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
天
智
紀
に
し
る
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
、
一
つ
の
謎
で
あ
る
。
た
だ
、
大
海
人
皇
子
は
『
万
葉
集
』
の
巻

一、

一
＝

の

題
詞
に

も
皇
太
子
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
題
詞
が
書
か
れ
た
時

期
が
『
日
本
書
紀
』
の
成
立
（
七
二
〇
年
）
よ
り
以
前
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
私
は
、
大
海
人
の
立
太
子
を
認
め
て
よ
い
と
考
え
る
。
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「
弟
へ
よ
り
も
実
の
子
に
皇
位
を
ゆ
ず
り
た
い
の
が
人
情
だ
が
、
内
政
の
革
新

に

燃
え

る
天
智
は
、
大
海
人
を
皇
太
子
に
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
座
の
安

定
を
求
め
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
天
智
の
即
位
前
後
に
、
大
海
人
と
額
田
王
と
の
間
に
生
ま
れ
た
十
市
皇
女

を
、
天
智
は
わ
が
子
大
友
皇
子
の
妃
に
迎
え
、
六
六
九
年
に
葛
野
王
（
ー
七

〇

五
）
の
誕
生
を
見
た
。
天
智
の
額
田
王
へ
の
通
い
婚
は
べ
こ
の
こ
ろ
の
こ
と

と
思
わ
れ
る
。

　
大
海
人
皇
子
の

み

子
高
市
皇
子
も
婚
期
を
迎
え
、
天
智
の
み
子
御
名
部
皇
女

を
妃
と
し
た
。
御
名
部
は
、
鶴
野
皇
女
の
母
遠
智
娘
の
妹
姪
娘
の
子
で
、
鶴
野

の

い
と
こ
で
あ
り
異
母
妹
に
も
あ
た
る
。

　
こ

れ
ら
の
近
親
婚
は
、
い
ず
れ
も
政
略
結
婚
の
雛
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
事
と
次
第
に
よ
っ
て
は
、
手
軽
に
突
き
崩
せ
る
砂
上
の
楼

閣
に
似
た
も
ろ
さ
を
内
蔵
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

天
智
の
近
江
朝
で
は
、
有
間
皇
子
を
始
末
し
た
蘇
我
赤
兄
が
勢
力
を
伸
ば

し
、
中
臣
鎌
子
（
後
の
藤
原
鎌
足
）
を
し
の
ぐ
勢
い
が
あ
っ
た
。
赤
兄
は
、
す

で
に

述
べ
た
よ
う
に
天
智
・
大
海
人
に
娘
を
縁
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
み
子
が
生
ま

・
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
天
智
は
、
鎌
子
の
娘
を
召
さ
ず
、
大
海
人
の
方
が
、

鎌
子
の
娘
二
人
（
五
百
重
娘
と
氷
上
娘
）
を
召
し
、
五
百
重
に
新
田
部
皇
子
、

氷
上
娘
に
但
馬
皇
女
（
穂
積
皇
子
へ
の
悲
恋
で
知
ら
れ
て
い
る
）
が
生
ま
れ
て
，

い
る
。

　

近
江
遷
都
の
二
年
後
、
天
智
八
年
（
六
六
九
）
十
月
、
中
臣
鎌
子
が
没
し

た
。
五
十
六
歳
。
天
智
は
、
病
床
に
皇
太
子
大
海
人
を
遣
わ
し
、
大
織
冠
と
内

大
臣
の
位
を
与
え
、
藤
原
氏
と
い
う
姓
も
与
え
た
。
大
織
冠
は
、
天
智
三
年

（
六
六
四
）
に
制
定
し
た
冠
位
二
十
六
階
の
第
一
階
で
、
ま
も
な
く
左
大
臣
を

拝
命
し
た
蘇
我
赤
兄
で
さ
え
、
第
七
階
の
大
錦
上
ど
ま
り
で
あ
っ
た
。
と
び
抜

け
た
栄
誉
は
、
現
実
性
に
欠
け
る
。
『
日
本
書
紀
』
が
成
立
し
た
養
老
四
年
（
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ニ
○
）
に
は
、
鎌
子
の
子
藤
原
不
比
等
が
左
大
臣
欠
員
の
右
大
臣
の
席
に
あ

り
、
こ
の
年
没
し
て
太
政
大
臣
を
贈
ら
れ
た
。
不
比
等
が
政
局
の
最
上
席
に
い

た

と
き
に
編
さ
ん
さ
れ
た
書
物
に
、
そ
の
父
の
栄
誉
が
誇
大
に
し
る
さ
れ
る
の

は

在
り
う
る
こ
と
で
、
後
世
に
も
子
が
父
を
誇
大
に
し
る
し
た
例
が
あ
る
。
私

は
、
少
な
く
と
も
大
識
冠
、
あ
る
い
は
、
内
大
臣
に
も
虚
構
の
疑
い
を
抱
い
て

い
る
。

　
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
姻
戚
関
係
か
ら
見
る
と
、
鎌
子
は
大
海
人
皇
子
に

近

い
。
鎌
子
の
死
は
、
天
智
よ
り
も
大
海
人
に
痛
か
っ
た
よ
う
に
、
私
は
判
断

す

る
。
天
智
に
は
、
蘇
我
赤
兄
と
い
う
年
来
の
腹
心
が
残
っ
て
い
る
。

　
鶴
野
皇
女
は
、
夫
の
大
海
人
と
父
の
天
智
と
の
微
妙
な
成
り
行
き
を
見
守
り

つ

つ
、
六
六
二
年
に
生
ま
れ
た
独
り
子
の
草
壁
皇
子
の
生
長
を
待
つ
状
態
に
あ

っ
た
。

四

　
父
の

死
・
大
乱

　
天
智
十
年

（
六
七
一
）
正
月
、
天
智
は
、
み
子
の
大
友
皇
子
を
太
政
大
臣

に
、
蘇
我
赤
兄
を
左
大
臣
に
任
命
し
て
、
政
府
の
強
化
を
計
っ
た
。

　
絶
え
間
な
い
激
務
が
天
智
の
身
心
を
疲
労
さ
せ
た
と
み
え
て
、
こ
の
こ
ろ
か

ら
、
天
智
の
行
動
は
中
大
兄
時
代
の
鋭
さ
を
欠
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
年
、
秋
の
末
か
ら
天
智
は
病
み
つ
い
て
、
回
復
の
望
み
が
絶
え
た
。
天

智
は
、
皇
太
子
の
大
海
人
を
病
床
に
呼
び
寄
せ
、
皇
位
を
継
ぐ
よ
う
に
言
っ

た
。
大
海
人
は
辞
退
し
て
、
即
日
出
家
し
て
大
和
の
吉
野
へ
去
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
年
の
十
二
月
、
鶴
野
皇
女
の
父
、
大
海
人
皇
子
の
兄
天
智
天
皇
が
多

彩
な
一
生
を
閉
じ
た
。
御
歳
四
十
六
歳
。
鶴
野
皇
女
二
十
七
歳
。
近
江
の
大
津

京
に
は
、
天
智
の
み
子
大
友
皇
子
と
蘇
我
赤
兄
ら
が
居
て
、
大
海
人
皇
子
と
の
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、

対
立
は
避
け
が
た
か
っ
た
O
、
．
、
　
，
、
層
、
．
　
　
　
，
　
・
　
‘
．

　
翌
六
七
二
年

（
壬
申
の
年
）
六
月
、
大
海
人
皇
子
は
吉
野
を
脱
出
し
て
伊

勢
・
、
尾
張
へ
向
か
い
、
馳
兵
を
挙
げ
た
。
妃
の
鶴
野
皇
女
も
同
行
し
た
○

，
弍
畿
内
を
ゆ
る
が
せ
た
壬
申
の
乱
は
、
約
一
月
で
大
海
人
が
勝
利
を
お
さ
め
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．

大
友
皇
子
は
敗
軍
の
中
で
自
殺
し
た
。
大
友
皇
子
は
、
天
武
の
娘
十
市
皇
女
の

夫
で
あ
り
、
仲
に
葛
野
王
（
四
歳
）
も
生
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
大
友
皇
子

は
○
鶴
野
皇
女
の
異
母
弟
で
も
あ
っ
た
。
権
力
の
座
を
求
め
る
者
の
最
大
の
敵

は
肉
親
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
．
翌
六
七
三
年
二
月
、
大
海
人
は
即
位
し
て
鶴
野
皇
女
を
皇
后
に
立
て
た
。
大

津
京
政
府
の
左
大
臣
蘇
我
赤
兄
を
斬
ら
ず
に
、
配
流
で
す
ま
せ
た
温
情
、
大
友

皇
子
に
最
．
後
ま
で
つ
き
従
っ
た
物
部
麻
呂
の
誠
実
さ
を
認
め
て
登
用
し
た
度

量ー
な
ど
で
、
，
争
乱
の
あ
と
の
人
心
を
巧
み
に
鎮
め
て
行
っ
た
。
（
赤
兄
は

，
犬
海
人
の
妃
大
荻
娘
の
父
な
の
で
、
妃
の
悲
し
み
を
見
通
し
て
殺
さ
な
か
っ
た

と
見
ら
れ
る
。
’
中
大
兄
に
お
け
る
蘇
我
石
川
麻
呂
の
処
分
と
違
う
こ
と
に
目
を

留
め
た

い
。
物
部
麻
呂
は
、
や
が
て
石
上
麻
呂
の
名
で
活
服
、
七
一
〇
年
の
奈

良
遷
都
に
は
、
左
大
臣
と
し
て
、
4
3
元
明
天
皇
・
知
太
政
官
事
穂
積
親
王
を
た

す
け
た
）
。

　
天
武
天
皇
は
一
天
智
の
み
子
た
ち
を
大
切
に
し
た
。
’
壬
申
の
乱
の
あ
と
か
と

見
ら
れ
る
が
、
天
智
の
み
子
大
江
皇
女
と
新
田
部
皇
女
を
妃
に
迎
え
た
。
太

田
．
9
鶴
野
に
加
え
て
、
さ
ら
に
二
名
も
天
智
の
姫
を
召
し
た
こ
と
が
、
天
智
・

天
武
非
兄
弟
説
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
．
　
　
，
，

　
天
武
は
、
・
内
政
を
整
備
し
て
辛
棒
強
く
実
力
を
身
に
つ
け
て
行
っ
た
。

　
天
武
八
年

（
六
七
九
）
五
月
、
皇
后
（
鵬
野
）
と
六
人
の
皇
子
を
従
え
て
吉

野
宮
へ
行
き
、
長
い
平
和
の
た
め
に
一
同
が
助
け
合
う
こ
と
を
誓
っ
た
○
天
皇

と
皇
后
、
六
人
の
皇
子
は
、
天
武
の
子
草
壁
．
大
津
パ
高
市
㍗
忍
壁
、
天
智
の

　
　
　
　
し
　
　
き

子
河
嶋
・
芝
基
（
志
貴
）
－
同
母
の
兄
弟
が
一
組
も
な
い
多
様
な
六
名
で
あ

ち
た
。
誓
う
に
あ
た
っ
て
、
天
皇
は
襟
の
ひ
も
を
解
い
て
六
人
の
皇
子
を
上
衣

の

中
に
抱
き
し
め
、
皇
后
も
天
皇
に
な
ら
っ
て
、
六
人
を
上
衣
の
中
に
抱
い

た
。
1
こ
の
誓
い
は
べ
七
年
後
に
破
ら
れ
た
。

　

こ
の
六
名
の
皇
子
の
内
、
，
天
武
の
子
に
は
天
智
の
姫
、
天
智
の
子
に
は
天
武

の

姫－
六
組
の
い
と
こ
同
志
の
結
婚
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
⇔
天
智
の
娘
で

あ
る
鶴
野
皇
后
か
ら
み
れ
ば
、
夫
の
子
と
異
母
妹
と
の
結
婚
が
四
組
あ
る
こ
と

に
な
る
。
　
、
，
°
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
°
　
　
°
，
　
　
　
、
ノ
，
．
．
，
バ

天
武

は
、
二
年
後
の
六
八
一
年
、
鶴
野
皇
后
と
の
間
に
生
ま
れ
た
草
壁
皇
子

（
二
十
歳
）
を
皇
太
子
に
立
て
、
翌
々
六
八
三
年
、
鶴
野
の
亡
き
同
母
姉
大
由

皇
女
と
の
問
に
生
ま
れ
た
大
津
皇
子
に
朝
政
を
聴
か
せ
た
。
大
津
皇
子
は
、

『
万
葉
集
』
と
『
懐
風
藻
』
に
歌
と
詩
を
残
し
、
そ
の
才
能
の
豊
か
さ
を
示
し

て
い

る
。
『
懐
風
藻
』
の
伝
記
に
は
、
撃
剣
の
達
人
で
覇
気
に
富
む
青
年
の
姿

が
生
き
生
き
と
述
べ
て
あ
る
。
鶴
野
の
同
母
姉
の
子
で
あ
る
た
め
、
母
の
生
前

に

は

草
壁
皇
子
よ
り
上
位
に
扱
わ
れ
た
よ
う
で
、
亡
き
祖
父
天
智
天
皇
に
も
愛

さ
れ
た
と
『
日
本
書
紀
』
に
し
る
し
て
あ
る
。

　
鶴
野
皇
后

は
、
わ
が
子
草
壁
の
ラ
イ
バ
ル
に
心
を
痛
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ば
ね

　
天
武
天
皇
は
、
，
新
し
く
八
色
の
姓
を
定
め
パ
諸
豪
族
の
勢
力
を
整
理
し
た
。
」

蘇
我
・
物
部
の
名
号
を
奪
い
、
蘇
我
に
は
石
川
、
物
部
に
は
石
上
を
名
告
ら
せ

た
。
そ
の
他
、
国
史
の
編
さ
ん
、
内
政
の
整
備
を
進
め
て
い
た
が
、
．
六
八
五
年

健
康
を
害
し
、
天
武
十
五
年
（
六
八
六
）
九
月
九
日
に
崩
じ
た
。
御
年
、
五
十

六
。
戯
野
皇
后
四
十
二
歳
。
草
壁
皇
子
二
十
五
歳
。
大
津
皇
子
二
十
四
歳
。

　
　
　
　
　
五
　
夫
の
死
・
大
津
処
刑
・
草
壁
の
死
・
即
位
・
藤
原
遷
都
　
’
、
’

　
天
武
天
皇
崩
御
の
直
後
、
摂
政
大
津
皇
子
の
謀
反
が
表
わ
れ
た
。
『
懐
風
藻
』
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、

に

よ
れ
ば
、
皇
子
河
島
（
河
嶋
）
の
密
告
で
知
れ
た
と
い
う
。
皇
后
は
、
大
津

皇
子
に
死
を
賜
い
、
大
津
の
妃
山
辺
皇
女
が
大
津
に
殉
じ
て
死
ん
だ
。
大
津
に

連
座
し
た
者
に
死
罪
が
な
か
づ
た
こ
と
か
ら
、
大
津
謀
反
は
抹
殺
の
口
実
で
あ

ろ
う
と
の
謀
略
説
が
強
い
。
鶴
野
皇
后
・
大
津
べ
河
嶋
1
こ
の
三
人
は
、
七

年
前
の
吉
野
宮
に
お
け
る
誓
い
に
加
わ
っ
た
者
で
あ
る
。
　
　
　
，

　
鶴
野
皇
后
の
願
い
は
、
わ
が
子
草
壁
皇
太
子
が
皇
位
を
継
ぐ
こ
と
で
あ
っ
た

に

違
い
な
い
。
・
し
か
し
、
大
津
皇
子
抹
殺
の
直
後
で
は
、
さ
す
が
に
露
骨
す
ぎ

た
。
年
を
待
？
内
に
、
持
統
称
制
三
年
（
六
八
九
）
、
皇
太
子
草
壁
皇
子
が
没

し
た
。
妃
は
、
鶴
野
の
母
の
妹
姪
娘
の
娘
、
闘
野
の
異
母
妹
で
も
あ
る
阿
閉
皇

女

（鮒
ー
捌
。
後
の
4
3
元
明
天
皇
）
、
二
人
の
間
の
子
は
、
氷
上
皇
女
（
㎜
ー

㎝
。
後
の
元
正
天
皇
）
十
歳
と
軽
皇
子
（
鵬
ー
加
。
後
の
4
2
文
武
天
皇
）
七
歳

で
あ
っ
た
。
°

翌
持
統
四
年
・
（
六
九
〇
）
元
日
、
鶴
野
皇
后
が
即
位
し
た
。
四
十
六
歳
。
壬

申
の
乱
の
中
で
さ
え
、
夫
の
大
海
人
と
同
行
し
て
運
命
を
と
も
に
し
た
鶴
野

は
、
乱
の
平
定
後
も
、
天
武
の
内
政
を
助
け
て
き
た
。
そ
の
経
験
と
、
軽
皇
子

の
成
人
即
位
ま
で
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
力
で
（
鶴
野
は
藤
原
遷
都
・
律
令
の

制
定
な
ど
に
力
を
尽
く
し
た
。
即
位
の
年
の
四
月
に
太
政
大
臣
に
登
用
し
た
高

市
皇
子
が
よ
く
持
統
を
助
け
た
。
°
’
　
　
　
°
　
　
　
°
　
　
　
　
r
：

　
高
市
皇
子
は
」
天
武
と
地
祇
の
宗
像
系
の
母
か
ら
生
ま
れ
、
壬
申
の
乱
に
は

十
九
歳
で
戦
闘
を
指
揮
し
て
功
が
あ
っ
た
。
持
統
天
皇
の
母
の
妹
姪
娘
の
娘
御

名
部
皇
女
を
め
と
り
長
屋
王
（
捌
ー
加
パ
後
に
左
大
臣
。
七
二
九
年
、
計
ら
れ

て
賜
死
）
が
生
ま
れ
た
が
、
他
の
妃
の
こ
と
で
は
運
が
な
か
っ
た
。
壬
申
の
乱

で
夫
の
大
友
皇
子
を
父
に
討
た
れ
た
十
市
皇
女
（
異
母
姉
）
を
引
き
と
っ
た

が
、
，
天
武
七
年
四
月
に
急
死
、
高
市
皇
子
は
哀
悼
の
挽
歌
を
『
万
葉
集
』
巻
二
、

一
五
六－
一
五
八
に
留
め
て
い
る
。
ま
た
、
異
母
妹
但
馬
皇
女
を
め
と
っ
た

が
、
但
馬
は
異
母
兄
穂
積
皇
子
を
熱
愛
し
て
世
評
に
の
ぼ
っ
た
。
但
馬
皇
女
は

天
武
と
藤
原
氷
上
娘
と
の
間
に
生
ま
れ
た
が
、
六
八
二
年
幼
く
て
母
を
失
な
っ

た

頼
り
な
さ
か
ら
、
感
情
が
つ
の
っ
た
ら
し
い
。
穂
積
皇
子
は
、
後
に
奈
良
遷

都
に
知
太
政
官
事
と
し
て
文
官
の
最
高
位
で
遷
都
の
重
責
を
果
た
し
た
有
能
な

人
物
で
、
但
馬
皇
女
に
溺
れ
る
ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
三
人
三
様

の
深
い
苦
悩
が
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
穂
積
皇
子
は
六
九
一
年
に
封
五

百
戸
を
加
封
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
成
人
し
た
ら
し
い
。
高
市
皇
子
の
死
が

六
九
六
年
。
1
但
馬
皇
女
の
事
件
は
、
六
九
一
年
－
六
九
六
年
の
間
と
み

ら
れ
る
。

　
持
統
天
皇

は
、
内
政
を
整
え
、
六
九
四
年
に
は
藤
原
宮
へ
都
を
移
し
た
。
ま

た
、
吉
野
宮
へ
の
行
幸
を
く
り
か
え
し
、
持
統
四
年
と
七
年
に
は
年
間
各
五
回

の

行
幸
を
重
ね

て
い

る
。
吉
野
の
宮
滝
に
は
温
泉
が
湧
く
の
で
、
湯
治
が
目
的

だ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
が
、
や
は
り
、
夫
と
共
に
此
処
に
雌
伏
し
た
と
き
の
思

い

出
も
な
つ
か
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
日
本
書
紀
』
と
『
続
旧
本
紀
』
に

よ
る
と
、
吉
野
へ
は
在
位
の
と
き
の
行
幸
三
十
回
、
譲
位
後
の
行
幸
三
回
を
数

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
万
葉
集
』
巻
二
、
＝
ハ
ニ
の
題
詞
に
、
「
天
皇
崩
り
ま
し
し
後
、
八
年
九
月

　
　
　
　
　
　
お
ほ
み
お
が
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
め

　
　
　
お
ほ
み
た
め

九
日
、
奉
為
に
御
斎
会
せ
し
夜
、
夢
の
う
ち
に
習
ひ
賜
へ
る
御
歌
一
．
首
」
と
あ

る
。
九
月
九
日
は
、
持
統
天
皇
の
亡
き
夫
天
武
天
皇
の
命
日
で
あ
る
。
崩
じ
て

丸
八
年
立
っ
た
命
日
に
亡
き
夫
へ
呼
び
か
け
る
歌
を
夢
の
中
で
よ
ん
だ
持
統
の

思
い

の

深
さ
に
、
私
は
感
銘
を
覚
え
る
。
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
．
　
，
’

　
巻
二
、
．
＝
ハ
ニ
を
左
に
し
る
す
。
　
，
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め

　
　
明
日
香
の
、
清
御
原
の
宮
に
　
天
の
下
知
ら
し
め
し
し
や
す
み
し
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
こ

　
　
わ
が
大
君
　
高
照
ら
す
　
日
の
皇
子
　
い
か
さ
ま
に
．
お
も
ほ
し
め
せ
か

　
　耀
の
伊
勢
の
国
は
沖
つ
藻
も
な
み
た
る
波
に
難
の
み
か
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’

を
れ
る
国
に
　
う
ま
ご
り

　
訥
々
と
し
た
素
朴
な
語
調
に
、

と
が
で
き
る
。

あ
や
に
と
も
し
き
　
高
照
ら
す
　
日
の
御
子

亡
き

人
を
恋
う
心
の
切
な
さ
を
汲
み
取
る
こ

六
　
高
市
の
死
・
譲
位
・
鵬
野
の
死

　
－
持
統
十
年
（
六
九
六
）
、
太
政
大
臣
の
高
市
皇
子
が
没
し
た
。

　
天
皇
は

翌
十
一
年
（
六
九
七
）
、
草
壁
の
子
（
持
統
の
孫
）
軽
皇
子
（
十
五

歳
）
を
皇
位
に
つ
け
（
4
2
文
武
天
皇
）
、
自
分
は
太
上
天
皇
の
称
を
初
め
て
用

い

た
。
時
に
鶴
野
五
十
三
歳
。

　
天
智
．
天
武
．
持
統
の
三
帝
が
手
が
け
て
き
た
律
令
の
制
定
も
目
度
が
た

ち
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
撰
定
を
終
え
た
。

　
鶴
野
上
皇
は
昔
か
ら
地
方
行
幸
が
好
き
で
、
吉
野
宮
だ
け
で
な
く
各
地
へ
出

か

け
た
が
、
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
十
月
、
初
冬
の
三
河
国
行
幸
が
き
つ
か
っ

た

ら
し
い
。
そ
の
年
の
十
二
月
二
十
二
日
に
崩
御
し
た
。
御
年
五
十
八
。

　
遺
骸
は
翌
大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
十
二
月
に
火
葬
、
亡
き
夫
天
武
天
皇
の
眠

る
大
和
国
高
市
郡
桧
隈
の
大
内
陵
に
合
葬
さ
れ
た
。

　
大
内
陵
は
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
に
盗
掘
の
難
に
あ
っ
た
。
御
陵
の
内
部

は
荒
、
り
さ
敏
㌔
野
上
皇
の
火
蕃
を
収
め
た
銀
の
箱
は
盗
み
出
さ
れ
て
路
頭

に
す
て
ら
れ
た
。

　
の
差
が
十
七
歳
で
あ
る
。
中
大
兄
と
そ
の
次
女
鵬
野
と
の
年
の
差
が
十

　
九
歳
と
い
う
の
は
、
右
の
例
か
ら
見
て
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

2
　
叛
逆
を
企
て
た
と
し
て
抹
殺
さ
れ
た
者
が
無
実
と
わ
か
っ
た
と
い
う

　
記
述
は
珍
し
い
。
『
日
本
書
紀
』
を
編
さ
ん
し
た
時
の
4
4
元
正
天
皇
が

　
石
川
麻
呂
の
娘
姪
娘
の
孫
で
あ
る
こ
と
か
ら
の
配
慮
か
も
し
れ
な
い
。

3
　
大
海
人
（
天
武
天
皇
）
の
生
年
に
も
諸
説
が
あ
る
。
こ
ζ
で
は
注
1

　
の
立
場
を
貫
い
て
、
中
大
兄
よ
り
五
歳
年
少
と
す
る
。

4
　
大
友
皇
子
は
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
天
皇
に
列
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
七
月
二
十
四
日
、
三
十
九
代
弘
文
天
皇
と
追

　
談
さ
れ
た
。

5
　
森
浩
一
著
「
古
墳
の
発
掘
」
八
ー
一
八
ペ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（本
学
教
授
）
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注
1
　
申
大
兄
（
天
智
天
皇
）
の
生
年
に
は
諸
説
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
欝

　
　
明
紀
十
三
年
（
六
四
一
）
十
月
十
八
目
に
十
六
歳
で
諜
し
た
こ
と
に
拠
り

　
　
六
四

五
年
に

二
十
歳
と
し
た
。
父
と
、
成
人
に
達
し
た
長
子
と
の
年
の

　
　
差
を
見
る
と
、
草
壁
皇
子
と
元
正
天
皇
と
の
差
が
十
八
歳
、
文
武
天
皇

　
　
と
聖
武
天
皇
と
の
差
が
十
八
歳
、
聖
武
天
皇
と
孝
謙
（
称
徳
）
天
皇
と

’

．


